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ヘルメット着用促進 自転車広告 環境負荷低減への取組

認定NPO法人ポロクルは、シェアサイクル事業を通してまちづくり・ひとづくり・魅力づくりに貢献すべく
様々な事業に取り組んでいます。

60ヵ所

　自転車安全利用の啓発も行っているイ
オン北海道と連携し、会員限定でヘルメッ
トを特別価格で購入できるキャンペーン
を実施。車体広告でも利用者へ周知する
など、安全利用をサポートしています。

　中央警察署が主催した「矢羽根型路面
表示」の周知啓発活動に参加。ポロクル
クルーは、国道230号において矢羽根区
間をデモ走行しながら、ヘルメットの着
用促進に向けた啓発も行いました。

札幌開発建設部と連携し「第９期北海
道総合開発計画」の道民への周知を目的
として、全600台のうち１台だけの特別
仕様車を製作。計画のイメージカラーに
塗装しオリジナルの広告も掲出しました。

　札幌市が目指す水素社会の実現・持続
可能なまちづくりに貢献するため、トヨタ
自動車北海道株式会社と共同で、水素を
動力源とするFC (燃料電池 )アシスト自
転車の開発に取り組んでいます。

環境負荷の低減 観光支援
(地域活性化)

啓発活動

2011年よりシェアサイクル事業を開始。2019年に株式会社NTTドコモと連携し、新システムを導入。沿革

実施･運営事業者：認定NPO法人ポロクル
システム提供：株式会社ドコモ・バイクシェア 運営協力：NPO法人 ezorock

(キーワード ) 健康増進 駐輪場需要の削減公共交通との連携
(生活利便性向上) 自転車安全利用

FC (燃料電池 )モジュール

水素検知
システム

水素カートリッジ

1日パス販売状況

ポート2024年度
実施概要 600台自転車

4月7日～ 11月15日の223日間営業期間

1回会員：165円 /30分 月額会員：3,300円/月 1日パス：1,430円～ 1,980円利用料金

ポートマップ

エリアは15k㎡
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新システム導入

会員登録件数・利用回数 (年別 )

全車両に搭載しているGPS端末で得られるデー
タから、札幌中心部だけでなく広域的に利用さ
れていることが把握できました。

当別町

江別市

北広島市

千歳市

Copyright © 2020 Esri and its licensors. All rights reserved.

支笏湖方面

定山渓方面

小樽市

夕張市

･･･移動軌跡
･･･ポート設置エリア

車載GPSによる移動軌跡

※2023年のデータで作成 (約45万トリップ )

1日パス購入者　　　 の移動軌跡(外国人のみ )

※2023年のデータで作成 (約9百トリップ )

1 日パスを購入した外国人利用者の移動軌跡からも、
札幌中心部から郊外の目的地へポロクルで移動して
いることが把握できました。
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前年の
倍！2

1日平均利用回数

回2,383 回3,510
1日最大利用回数

回4.3
1日平均回転数

回6.4
1日最大回転数2024年度

データ
(9月末時点 )

N=5,988
※2024年8月末速報値
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一般社団法人 日本シェアサイクル協会一般社団法人 日本シェアサイクル協会

『シェアサイクル便覧 2024』発刊しました

4月3日「シェアサイクル」記念日に制定

安全啓発に向けた取り組み
当協会では、道路交通法改正施行などの社会背景を踏まえ、適宜適切に啓発活動を行ってまいります。合わせて、業界横断的な
連携強化や国内外における自転車走行環境の情報収集に努めています。

一般社団法人日本記念日協会に申請し、記念日として制
定しました。
「シェ（4）アサ（3）イクル」と読む語呂合わせと、新
生活が始まるこの時期に多くの人が新たな移動手段とし
て利用することから、4月3日がシェアサイクルの日とな
りました。

今年の 4 月 3 日には、各社のホームページに「シェアサイクルの日」のお知らせを掲載していただく他、当日正午 12 時に
SNS（X旧 twitter、Instagram）に「シェアサイクルの日」と「安心・安全な利用」について一斉配信。

シェアサイクル事業が全国で一定の発展を遂げるとともに、その定着が進んでいること、並びに協会
発足10年になることを記念致し、シェアサイクル事業の実施に関して、シェアサイクルの普及に関す
る取り組み、内外のシェアサイクルの取り組み状況、シェアサイクル関連データ、シェアサイクル計
画の手引き、今後の展望等を取りまとめた『シェアサイクル便覧2024』を編さんし、刊行しました。

シェアサイクルは、自転車を積極的に活用するための大きな戦略の一環として事業が推進されるとともに、これが市民に活用
されるような様々な有効策が講じられ、かつ、持続可能な事業となることが求められますが、この便覧がこれらのために有効
に活用されることを期待します。

全ページ
閲覧できます

ー 53ー

欧州におけるシェアサイクル
自転車活用が進んでいる都市が多く存在する欧州
はシェアサイクルの普及拡大が最も安定的な傾向
を示している。感染症流行下において閉鎖サービ
スが増加したが、それ以上に新規で開始したサー
ビスも多く、総量は増加傾向にある。欧州で最
も台数と利用回数が多い都市とされるパリは電動
キックボードのサービスを規制した一方で2023
年度の利用回数は 5,750 万回、2023年度末で稼
働するシェアサイクル・電動キックボードの台数
は796,000台とされている。

北米におけるシェアサイクル
北米におけるシェアサイクルは、感染症流行によ
るマイナス影響がもっとも顕著な地域のひとつで
ある。2017年から2018年にかけて、ベンチャー
企業によるシェアリングサービスの拡大が急速に
進んでいたこともあり、感染症流行による事業停
止が相次いだ。
現在は復調傾向にあり、世界的な事業展開を進め
ているのは主に北米発の企業である。
2023年度末で稼働するシェアサイクル・電動キッ
クボードの台数は280,000台とされている。

アジアにおけるシェアサイクル
アジアにおけるシェアサイクル業界は、前述の中
国における急拡大と崩壊の影響が大きく、急激
な増加と停滞（安定化）が顕著である。一方で日
本・韓国・シンガポールといった大都市における
サービスの定着が進んでおり、各国に独自事業者
が存在する。近年は大規模都市開発が進む東南ア
ジアの都市における導入も始まり、各国のシェア
を持つ IT系企業主導で普及が進むケースが多く、
当初より IoT等の先進技術を導入したサービス多
い。キャッシュレスサービスなどと同様の「リー
プフロッグ現象」が東南アジアのシェアサイクル
でも起きているのとの見方もできる。

3.　 地域別シェアサイクル動向

シェアサイクル便覧　2024　INDEX

はじめに

第 1章

第 2章

第 3章

刊行のことば 一般社団法人 日本シェアサイクル協会 会長　古倉宗治
刊行に寄せて 国土交通省都市局 街路交通施設課長　服部卓也

国土交通省 自転車活用推進本部 事務局次長　森若峰存

シェアサイクルとは

シェアサイクルの基本的特徴・基礎情報
一般社団法人 日本シェアサイクル協会 会長　古倉宗治

シェアサイクルのメリット
シェアサイクル用自転車の種類 

シェアサイクル普及への取り組み―シェアサイクルの政策
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一般社団法人 日本シェアサイクル協会の取り組み
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　・ドコモ・バイクシェア／OpenStreet ／シナネンモビリティPLUS／
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・特徴のあるポート× 15
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日本におけるシェアサイクル整備状況分布（主要都市）
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データで見る海外シェアサイクル普及の状況
都市別事例集
　・パリ 一般社団法人 日本シェアサイクル協会 会長　古倉宗治
　・台湾（台北／高雄） 大東文化学園 社会学部 社会学科教授　野嶋 剛
　・中国 NPO法人 自転車活用推進研究会 理事　疋田 智

シェアサイクルの計画の手引
　　　　
一般社団法人 日本シェアサイクル協会『シェアサイクル事業の手引き』
自転車活用推進本部『シェアサイクル事業の導入・運営のためのガイドライン』

シェアサイクルの今後の展望
　　　　
これからのシェアサイクルの展望、未来のあり方

一般社団法人 日本シェアサイクル協会 会長　古倉宗治
国土交通省都市局 街路交通施設課長　服部卓也
NPO法人 自転車活用推進研究会 理事　疋田 智

日本シェアサイクル協会 会員情報
　　　　
正会員／賛助会員一覧

一般社団法人 日本シェアサイクル協会 専務理事　森井 博
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10代の7割以上がオンライン決済で課題
※マクロミル調査「決済動向に関する世代別調査」

誰もが利用可能な
シェアサイクルに向けて
必要なことって何だろう🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔🤔

2. 福井県におけるシェアサイクルの今…

3.シェアサイクルは
かっこよいか？

1.交通弱者にもっとシェアサイクルを！

清水俊貴
山村啓一
中野達也
長谷川愛浬
山川怜咲
吉村朋矩
片岸将広

「晴れてる時はシェアサイクルで高校へ、
帰りに雨が降ったらバス、
それがシェアサイクルのイイところ！」

シェアサイクルの支払いが
クレカに紐づいていて使えないんです。
クレカ持ってない。

シェアサイクルが一日中高校に
置きっぱなしで動かないのは、
ビジネス的に…。
高校近隣の住民の方々も利用できる
よい設置場所がないでしょうか？

PayPayとラインpayが
使える
シェアサイクル会社も
ありますよ！

私たちもシェアサイクル
を使いたい！

羽水高校に
ポートを置けないか、
を課題探求授業の
テーマにしました。

バスが減便されて不便…
自由に移動したい。

80人位の高校生の声を
集めました。

PayPayがいいなぁ

ふくチャリは
d払いもできますよ！

例えば
高校から近い鉄道駅に
ポートを置けませんか？

N

2021/9 2022/9 2023/9 2024/9
736
24.53
566.82
46.00

510
17.00
394.32
46.00

816
27.20
671.00
49.00

1553
51.77
1,169.85
45.00

2023/9 2024/9
323
32.30
249.55
46.00

563
51.18
421.05
45.00

NN N

第 44 回 交通工学研究発表会
シェアサイクルによる回遊行動の実態とリピート意向に関する要因分析
－福井県敦賀市を事例として－
清水 俊貴, 片岸 将広, 吉村 朋矩

シェアサイクル主要各社の決済方法比較

ドコモ・バイクシェア

クレジットカード ◯ ◯◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯◯

キャリア決済 払いのみ 各種 各種

現金 日パスのみ

PayPay ◯

LinePay ◯

交通系ICカード 日パスのみ モバイル

ウォレット決済 Paidy

支付宝 アリペイ

銀聯ネット決済

決
済
方
法

その他

地域の特性を「個性」と捉える
データの分析、考察

「個性」をシェアサイクルに
実装できないか？
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ポート配置図
車両台数：１７０台
整備ポート数：38カ所

駅前広場 ：5か所

道路 ：4か所

公園 ：5か所

駐輪場 ：6か所

行政・公共施設： 8か所

民間施設 ：10か所

0 500 1,000m 0 500 1,000m

頻
度

平日 休日

総走行時間：861,189分/3ヶ月

自転車1台が1日に利用される時間
（露出時間）：55.7分

自転車台数（１７０台）×
日数（91日）で割り算

1利用あたりの平均利用時間：34分

■日平均利用台数

公設民営型

事業協定
締 結

車両等必要器機の導入や
ポート用地の調整

日々のメンテンナンス（再配置）
 や料金徴収など事業運営全般※2

【実施主体】
新 潟 市

【運営主体】
にいがたシェアバイク共同体※1

看板

ビーコン

ラック

■日平均OD交通量

■ヒートマップ

0.0 ー 0.1
0.1 ー 0.3
0.3 ー 0.6
0.6 ー 1.0
1.0 ー 2.0
2.0 ー

多

少
ポート位置

１
日
あ
た
り
の
平
均
利
用
回
数

25.6％
(65.8回/日)
利用回数増加

頻
度

１利用あたりの利用時間【分】

利用実績の可視化【平日】 利用実績の可視化【休日】

●白山駅⇔古町が多い
　→通勤の二次交通
　　として利用

●新潟駅⇔古町が多い
　→にいがた2ｋｍの回遊に利用

●にいがた2km周辺においても、
　主要観光地を中心に滞在を確認

ゆいぽーとゆいぽーと

旧齋藤家別邸旧齋藤家別邸

白山公園周辺白山公園周辺

西海岸公園西海岸公園

■新潟県スポーツ公園周辺■新潟県スポーツ公園周辺

●新潟駅⇔万代島
　方面の移動が多い
　→観光客の移動手　　
　　段として利用

会員累計
利用回数利

用
回
数[

回
／
日]

会
員
累
計[

人]

集計項目
会員累計※１[人]
会員登録数※１[人／月]
平均利用回数[回／日]

回転率※2
カッコ内は対前年月比倍率

事業
スタート

令和
６年度

冬場（12月～2月）の利用は低迷
暖冬少雪の影響で
初年度よりも
利用回数が増加

右肩上がりで
会員数も利用回数も増加

春になると
利用が急増

秋の行楽シーズン（9月～11月）
は初年度以上に利用が好調

開始から2年経過後も会員数・利用回数
ともに右肩上がりの推移が継続

開昨年度の同期間と比較して
平均利用回数が約1.6倍増加

多くの月で回転率が2.0を上回り、特に8月以降は2.7以上を記録

事業の目的

事業の内容

～GPSデータ分析結果より～

登録会員数、利用回数の推移

●中心市街地である「新潟駅」－「万代」－「古町」地区をつなぐ都心軸“ほぼ２キロメートル”をにいがた２ｋｍと名付け、
“ワクワク感”や“期待感”につながるまちづくりを推進
●この「にいがた２ｋｍ」エリアを中心に、“まちなかの回遊性向上”と“公共交通の補完”を主目的に、延いては“まちなか
の活性化”に資する取り組みとして、「にいがた２ｋｍシェアサイクル」を導入し、令和４年９月よりサービスを開始

ウェブサイトはこちら

1日あたりの平均利用回数

事業体制

事業規模 ポート配置コンセプト

事業予算

1利用あたりの利用時間の分布

橋を渡って移動している利用者の割合

※１　(一社)にいがたレンタサイクル、NTTコミュニケーションズ（株）、エヌシーイー（株）の共同企業体
※２　事業開始から３カ年度までの期間、予算の範囲内において市が運営主体の欠損額を負担

※3　自転車の車両購入費用（購入台数：２０台）を含む　
※4　企業版ふるさと納税による一般寄付金を含む

●にいがた２ｋｍ及び周辺の交通結節点や主要施設等にポートを配置
●歩行許容距離を“300m”と定義し、約300m間隔でポート配置
●「認知」されるため、広場や道路上など、最大限目立つ場所にポートを設置
●今後実績データを分析し、ポートの最適配置を継続的に検討

【2022年9月～202４年9月】

●1日あたりの平均利用回数は、平日で256.8回/日、休日で322.6回/日
　→休日は平日よりも平均25.6％(65.8回/日)多く利用されている状況

●利用回数の最大値は595回/日 ※2023年9月2日(土)

　→天候が良く、複数のライブイベントやスポーツイベントが開催された
ことで、新潟駅から会場までの移動手段としてシェアサイクルが活用
されたものと考えられる

●1日あたりの平均利用回数は208.0回

●古町ー新潟駅間の移動など、橋を渡って移動して
いる利用回数は1日あたり102.9回
→令和4年度の同期間と比較して約2倍の増加

●1日あたりの利用の約半数で橋を渡っての利用が
行われている

●にいがた2kmエリア内で、新潟駅・万代エリアと古
町エリアの間を周遊する際、信濃川を渡る（橋を渡
る）必要があり、移動の上でのハードルの1つと予想
→一方で、シェアサイクルを使って橋を渡る利用
者は多く、まちなか（にいがた2km）を周遊する
際の重要な移動手段として定着しつつある●1利用あたりの平均利用時間は34.0分で、短時間の10分以下から60分以上の長時間まで幅広く分布

●最も多かった利用時間は９分～12分で、短時間利用に集中する傾向
●自転車1台あたりの1日平均利用時間は55.7分で、1日に1時間程度まちなかで人目についている状況

※使用データ期間：2023年9月1日～11月30日

※使用データ期間
   2023年4月1日～2023年11月30日

※令和5年度 使用データ期間:2023年9月1日～11月30日

※使用データ期間：2023年9月1日～11月30日

新潟市公式観光情報サイト新潟市公式観光情報サイト

①総事業費 ： 28,853千円 ※3

②利用料収入 ： 23,442千円 ※4

③欠損負担（新潟市） ： 5,411千円

導入台数：170台（電動アシスト付き）
整備ポート数：38カ所（R6.3時点）

１回利用： 最初の３０分１６５円、以降30分ごと165円

１日料金： 上限2,200円
 （最初の３０分165円、1日延長料金上限2,035円）

月額会員： 1ヵ月2,200円（１回30分まで利用可能※5）

法人会員： 1ヵ月2,200円（１回30分まで利用可能※5）
 1ヵ月4,400円（１回90分まで利用可能※5）令和5年度実績
※5 以降30分ごとに165円加算

1

2

3

利用実績4

～細かなデータ分析より～ 利用実績5

今後の課題6

公設民営による“にいがた2kmシェアサイクル事業”が

“にいがた2km”の“回遊性を向上”！ 
移動手段として定着してきました

利用料金

貸出割合
日平均利用台数に

占めるポートから自転
車が貸し出された割合

返却割合
日平均利用台数に

占めるポートに自転車
が返却された割合

１利用あたりの利用時間【分】

ポート数・ラック数と自転車台数の適切なバランスは？
利用実績データに基づいて分析する方法はあるか？

1

黒字経営に向けた改善点は？
値上げは有効か？

2

公共交通との有効な連携方策は？
バスシェアサイクル連携（同日利用でシェアサイクル30分無料）は実施中

3

事業効果をどう分析すると良いか？（特に公設民営の視点から）4

ご助言
いただければ
幸いです！

新潟市 都市政策部 都市交通政策課
永井 健太郎

高橋 貴生
エヌシーイー株式会社 地域モビリティ支援室

※1 会員累計・会員登録数は、法人会員を除く　　※2 平均利用回数を自転車台数【2022/9/1～2023/8/31は150台（うち冬期1/23～2/28は78台）・2023/9/1～2024/9/30は170台（うち冬期12/1～2/20は103台）】で割った値

新潟駅、万代、古町をつなぐ都
心軸はほぼ2キロメートル。
市民の皆さまに新潟のまちづ
くりをもっと身近に感じていた
だき、ワクワク感や期待感につ
なげていきたいという想いか
ら、この都心軸周辺エリアを
「にいがた2km（ニキロ）」と名
付けました。







共享单车
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让您的旅行非凡启程！
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如何使用

江之电沿线的 50+ 车站，随心租还 !

支付宝一键搞定全程便捷！

详情操作请打开支付宝！
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